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【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ＲＮＡ干渉を媒介する化学的に修飾された二本鎖短干渉核酸分子であって，
ａ）二本鎖核酸はセンス鎖およびアンチセンス鎖を含み；
ｂ）各鎖は，独立して，１８－２４ヌクレオチドの長さであり；
ｃ）センス鎖はその５’－および３’－末端に末端キャップ成分を含み，アンチセンス鎖
はその３’－末端に末端キャップ成分を含み；および
ｄ）センス鎖およびアンチセンス鎖の１０またはそれ以上のピリミジンヌクレオチドは２
’－デオキシ，２’－Ｏ－メチル，または２’－デオキシ－２’－フルオロヌクレオチド
で化学的に修飾されている，
ことを特徴とする二本鎖核酸分子。
【請求項２】
前記二本鎖核酸分子はリボヌクレオチドを含まない，請求項１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項３】
前記二本鎖核酸分子は１またはそれ以上のリボヌクレオチドを含む，請求項１に記載の二
本鎖核酸分子。
【請求項４】
センス鎖に存在する１またはそれ以上のピリミジンヌクレオチドは２’－Ｏ－メチルピリ
ミジンヌクレオチドである，請求項１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項５】
センス鎖に存在する１またはそれ以上のプリンヌクレオチドは２’－デオキシプリンヌク
レオチドである，請求項１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項６】
センス鎖に存在する１またはそれ以上のピリミジンヌクレオチドは２’－デオキシ－２’
－フルオロピリミジンヌクレオチドである，請求項１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項７】
前記アンチセンス鎖に存在する１またはそれ以上のピリミジンヌクレオチドは２’－デオ
キシ－２’－フルオロピリミジンヌクレオチドである，請求項１に記載の二本鎖核酸分子
。
【請求項８】
前記アンチセンス鎖に存在する１またはそれ以上のプリンヌクレオチドは２’－Ｏ－メチ
ルプリンヌクレオチドである，請求項１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項９】
請求項１に記載の二本鎖核酸分子および薬学的に許容しうる担体または希釈剤を含む組成
物。
【請求項１０】
１，２，３，４，５，６，７，８，９，または１０個のホスホロチオエートヌクレオチド
間結合を含む，請求項１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項１１】
ＲＮＡ干渉を媒介する化学的に修飾された二本鎖短干渉核酸分子であって，
ａ）二本鎖核酸はセンス鎖およびアンチセンス鎖を含み；
ｂ）各鎖は，独立して，１８－２４ヌクレオチドの長さであり；
ｃ）センス鎖はその５’－および３’－末端に末端キャップ成分を含み，アンチセンス鎖
はその３’－末端に末端キャップ成分を含み；および
ｄ）センス鎖またはアンチセンス鎖の１０個またはそれ以上のピリミジンヌクレオチドは
２’－デオキシ，２’－Ｏ－メチル，または２’－デオキシ－２’－フルオロヌクレオチ
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ドで化学的に修飾されている，
ことを特徴とする二本鎖核酸分子。
【請求項１２】
前記二本鎖核酸分子はリボヌクレオチドを含まない，請求項１１に記載の二本鎖核酸分子
。
【請求項１３】
前記二本鎖核酸分子は１またはそれ以上のリボヌクレオチドを含む，請求項１１に記載の
二本鎖核酸分子。
【請求項１４】
センス鎖に存在する１またはそれ以上のピリミジンヌクレオチドは２’－Ｏ－メチルピリ
ミジンヌクレオチドである，請求項１１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項１５】
センス鎖に存在する１またはそれ以上のプリンヌクレオチドは２’－デオキシプリンヌク
レオチドである，請求項１１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項１６】
センス鎖に存在する１またはそれ以上のピリミジンヌクレオチドは２’－デオキシ－２’
－フルオロピリミジンヌクレオチドである，請求項１１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項１７】
前記アンチセンス鎖に存在する１またはそれ以上のピリミジンヌクレオチドは２’－デオ
キシ－２’－フルオロピリミジンヌクレオチドである，請求項１１に記載の二本鎖核酸分
子。
【請求項１８】
前記アンチセンス鎖に存在する１またはそれ以上のプリンヌクレオチドは２’－Ｏ－メチ
ルプリンヌクレオチドである，請求項１１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項１９】
１，２，３，４，５，６，７，８，９，または１０個のホスホロチオエートヌクレオチド
間結合を含む，請求項１１に記載の二本鎖核酸分子。
【請求項２０】
請求項１１に記載の二本鎖核酸分子および薬学的に許容しうる担体または希釈剤を含む組
成物。
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